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夏まつり丹波のオープニングは、恒例の「鏡開き」

甲州市長、県農務事務所長、東京都浄水部長、村長、山下県議会議員、

上野原警察署長、村議会議長の７名が手を取りあって「エイヤッ！」

「鏡開き」は、新たな門出の幸福を祈願し、その成就を願うものです。

夏まつり丹波も今回で19回目、来年は20回目の節目となります。

この「門出の儀式」がきっかけとなり、丹波山村の未来に新たな１ペ

ージが開けますでしょうか？

夏まつり丹波････････････２～３

老人保健制度の改正･･････････４

市町村合併･･････････････････５

敬老の日････････････････････５

村内の出来事････････････････６

お知らせ････････････････････７

ごみ収集予定････････････････８

平成18年9月
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▲乗り物ダーイ好き！

▲萩原さん、さすがですね～ ▲名人芸のあめ細工

▲魚がいっぱいで目移りしちゃうよ～

▲川に繰り出すふれあい御輿！

　
は
ら
は
ら
、
ど
き
ど
き
・・・

　
ス
テ
ー
ジ
前
に
は
人
、
人
、
人
・・・

▲史上最強の師匠と弟子！

▲AI（アイ）

▲MIO（ミオ）

▲将来のカヌーイスト▲ヤマメが焼けたよ～

　
何
色
が
い
い
か
な
〜

▲みっちゃん、りょーま、こーたの大熱演！

▲田川寿美さんの笑顔

夏まつり丹波
平成18年7月30日（日）、夏まつり丹波が開催されま
した。
田川寿美さんの歌謡ショーを始め、今年も楽しい
催しが盛りだくさん。
好天にも恵まれ、川原で遊ぶちびっ子がいっぱい。
でも、何と言っても、今年の花火大会は圧巻でし
たね～。

夏まつり丹波

▼

▼ ▼
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10月から
改正される主なポイント

国民健康保険と老人保健の
一部が変わります！
今回の改正は、急速な少子高齢化の進展の中で、国民の安心の基盤である
皆保険制度を維持し、将来にわたり持続可能なものにするために、医療給
付費の伸びと国民の負担との均衡を確保するためのものです。

平成18年9月まで２割

平成18年10月から３割

平成18年9月まで

30 万円
平成18年10月から

35 万円

１ 高齢者の自己負担の見直し

７０歳以上の高齢者のうち、現役並み所得者
（老人保健対象者も含む）の自己負担割合を、
現役世代の方と同様の３割負担とします。

２ 食費・居住費の負担の見直し

療養病床に入院する７０歳以上の高齢者（長期入院者）について、
食費・居住費の一部を自己負担することになります。

３ 医療費の自己負担限度額の引き上げ等

高額療養費（老人保健の場合は高額医療費）に係る自己負担限度額の見直しにより、
医療機関に支払う自己負担の１ヶ月の限度額が変わります。

４ 現金給付の見直し

少子高齢化対策の一環で、出産育児一時金が
現行30万円から35万円に引き上げられます。

平成18年

※金額は1月あたりの限度額。（　）内の金額は、多数該
当（過去 12ヶ月に 3回以上高額療養費または高額医療費
の支給を受け4回目以降の支給に該当）の場合。

▲8月1日現在の県内の合併状況、丹波山村の枠組みはいかに

　
９
月
18
日
は「
敬
老
の
日
」で
す
。

　
現
在
、丹
波
山
村
に
住
む
最
高
齢
者
は
、奥
秋
地
区
の
木
下
ハ
ツ

さ
ん
で
、明
治
44
年
12
月
生
ま
れ
の
94
歳
で
す
。

　
丹
波
山
村
の
高
齢
者
人
口
は
、９
月
１
日
現
在
で
3
7
4
人
、全

体
の
45
・
7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
敬
老
の
日
に
は
、喜
寿
祝
い
、米
寿
祝
い
と
し
て
、
77
歳
と
88
歳
以

上
の
方
に
県
や
村
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、長
生
き
を
さ
れ
、今
日
ま
で
培
っ
て
き

た
知
識
と
経
験
を
、私
た
ち
後
輩
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
左
の
表
は
、
９
月
１
日
現
在
で
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の

中
か
ら
生
年
月
日
順
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
齢
は
９
月
１８
日
現
在
の
満
年
齢
で
す
。（
敬
称
略
）

甲州市と丹波山村、合併を推進
市長と村長、トップ会談で合意！

　
８
月
26
日
の
山
梨
日
々
新
聞
の
第
１
面
に
、

こ
の
見
出
し
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
驚
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
平
成
14
年
度
か
ら
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
区
懇
談
会
の
結
果
か
ら
、

村
で
は
甲
州
市
に
対
し
住
民
の
意
向
を
伝
え
て

参
り
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
、
岡
部
政
幸
村
長
と
木
下
香
奈
子

議
長
が
甲
州
市
役
所
を
訪
問
し
、
田
辺
篤
市
長

と
廣
瀬
宗
勝
議
長
に
面
談
し
た
結
果
、
こ
の
合

意
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
住
民
の
皆
さ
ん
を
交
え
て
の「
地
区

別
説
明
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
際
は
、
防
災
無
線
等
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ご
長
寿
、

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

村の長寿ベスト10
氏　名

1

地区 性別 年齢

2

3

4

5

6

7

8

9

10

木下ハツ

守屋文夫

舩木チカ

吉村やま

青　泰治

守屋みさを

木下喜松

小林トミエ

岡部　謙

守屋タカノ

奥秋

中組

保之瀬

高尾

高尾

下組

押垣外

保之瀬

押垣外

奥秋

女

男

女

女

男

女

男

女

男

女

94

93

93

92

92

90

90

90

90

90

　山梨県内では、8月 1日に芦川村が笛吹市と合併し
たことにより、丹波山村が山梨県で一番人口の少な
い村となりました。
　平成 17年国勢調査時点で、人口 1,000 人未満の市
町村は全国に 25村ありましたが、現在では 21村に
減少しました。
　ちなみに、全国で一番人口の少ない村は東京都の
青ヶ島村で、丹波山村は全国で17番目になります。

甲州市と丹波山村、合併を推進
市長と村長、トップ会談で合意！

70歳未満の方

１５０,０００円＋
〈医療費－500,000円〉×１％
（８３,４００円）

３５,４００円
（２４,６００円）

８０,１００円＋
〈医療費－267,000円〉×１％
（４４,４００円）

自己負担額限度額

上位所得者
※基礎控除後
所得670万円以上

一　　般

低所得者
※住民税非課税

70歳以上の方（老人保健対象者も含む）
自己負担額限度額

現役並み所得者
※月収28万円以上または
課税所得145万円以上

一　　般

低所得者
※住民税
非課税世帯

８０,１００円＋
〈医療費－267,000円〉×１％
（４４,４００円）

２４,６００円

４４,４００円

１５,０００円

低所得者Ⅱ
※住民税非課税

低所得者Ⅰ
※年金収入
67万円以下等

３７,０００円 ２２,０００円

自己負担額の合計

現役並み所得者
※課税所得145万円以上

一　　般

低所得者Ⅱ
※住民税非課税世帯

低所得者Ⅰ
※年金80万円以下等

１３４,０００円

９４,０００円

５５,０００円

うち食費＋居住費

５２,０００円

５２,０００円

３０,０００円
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一　　般

低所得者Ⅱ
※住民税非課税世帯

低所得者Ⅰ
※年金80万円以下等

１３４,０００円

９４,０００円

５５,０００円

うち食費＋居住費

５２,０００円

５２,０００円

３０,０００円
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■
新
し
い
保
育
士

　
智
英
子
先
生
で
す
。

　
９
月
１
日
か
ら
保
育
所
に
新
し
い
先

生
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
山
F
智
恵
子
先
生
は
、こ
れ
ま
で
東

京
都
内
の
幼
稚
園
に
勤
務
し
て
お
り
ま

し
た
が
、自
然
の
中
で
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
う
た
め
に
、丹
波
山
に
暮
ら
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
事
業
所
・
企
業
統
計
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
1
日
、「
平
成
18
年
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
」が
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、商
店
や

工
場
、学
校
、旅
館
、寺
院
な
ど
、す
べ
て

の
事
業
所
が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統

計
調
査
で
す
。

　
近
く
、調
査
員
が
、調
査
票
を
持
っ
て

皆
様
の
事
業
所
を
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
秋
の
全
国
交
通
安
全

　
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、9
月

21
日（
木
）か
ら
9
月
30
日（
土
）ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
重
点
項
目
は
、

「
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
」

（
特
に
、子
ど
も
と
高
齢
者
を
中
心
と
し

て
）

「
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
」

「
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追

放
」の
３
点
で
す
。

　
こ
の
運
動
期
間
中
、交
通
安
全
協
会

と
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
に
よ
る
黄
色

い
羽
の
配
布
、街
頭
指
導
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
ふ
れ
あ
い
探
検
バ
ス

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
で
は
、構
成

す
る
６
市
町
村（
都
留
市
・
大
月
市
・
上

野
原
市
・
道
志
村
・
小
菅
村
・
丹
波
山
村
）

の
住
民
を
対
象
に
圏
内
施
設
の
視
察
見

学
ツ
ア
ー「
圏
域
ふ
れ
あ
い
探
検
バ
ス
」

を
平
成
14
年
度
か
ら
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
丹
波
山
村
民
を
対
象
に
し
た
「
ふ

れ
あ
い
探
検
バ
ス
」は
、下
記
の
と
お
り

運
行
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、役
場
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
　
時
　
平
成
18
年
10
月
19
日（
木
）

見
学
地
　
家
中
川
水
力
発
電

　
　
　
　
和
み
の
里
　
種
徳
館

　
　
　
　
道
志
の
湯（
昼
食
・
入
浴
）

　
　
　
　
道
志
村
水
源
の
森

　
　
　
　
道
の
駅
ど
う
し
　
　
な
ど

参
加
費
　
１
名
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
新
し
い
外
国
語
教
師

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
先
生
で
す
。

　
新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
、ブ
ラ
イ

ア
ン
・
ブ
レ
イ
ク
先
生
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
出
身
の

26
歳
、趣
味
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
と
読
書
、

丹
波
山
の
お
気
に
入
り
は「
ふ
る
さ
と

に
似
た
、美
し
い
山
と
木
々
」だ
そ
う
で

す
。

　
住
ま
い
は
小
菅
村
の
村
営
住
宅
で
、

丹
波
小
・
中
学
校
に
は
毎
週
月
曜
日
と

木
曜
日
に
来
て
く
れ
ま
す
。

　「
日
本
語
が
あ
ま
り
話
せ
ま
せ
ん
」と

謙
遜
し
て
い
ま
し
た
が
、村
内
で
出
会

っ
た
時
は
、気
軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

■
丹
波
小
運
動
会

　
丹
波
中
清
流
祭
を
開
催
。

　
丹
波
小
学
校
で
は「
あ
き
ら
め
な
い

目
指
す
は
優
勝
　
ガ
ッ
ツ
だ
ぜ
」を
テ
ー

マ
に「
秋
季
大
運
動
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
18
年
９
月
９
日（
土
）

　
　
　
雨
天
の
場
合
　
10
日（
日
）　

　
ま
た
、丹
波
中
学
校
で
は「
エ
ボ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
〜
更
な
る
進
化
を
目
指
し
て

〜
」を
テ
ー
マ
に「
第
38
回
清
流
祭
」を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
18
年
９
月
16
日（
土
）

　
児
童
生
徒
の
日
ご
ろ
の
練
習
と
学
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
来
校
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

■
９
月
は
、食
の
安
全

　
安
心
推
進
月
間
で
す
。

　「
食
」は
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上

で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、

今
、食
の
安
全
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、食
生
活
や
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、食
品
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、安

全
性
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
、安
全

で
安
心
で
き
る
食
品
の
提
供
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
食
品
安
全
１
１
０
番
」で
、皆

さ
ん
か
ら
の
食
品
の
表
示
や
安
全
性
に

関
す
る
相
談
や
情
報
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
　
０
５
５
―
２
２
３
―
１
６
３
８

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
平
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
大
月
市
か
ら

　
応
援
の
消
防
士
で
す
。

　
大
月
消
防
本
部
か
ら
応
援
に
来
た
天

野
慎
太
郎
消
防
士
で
す
。

　
守
重
消
防
士
が
消
防
学
校
に
入
校
し

て
い
る
間
の
応
援
と
し
て
、8
月
か
ら

9
月
の
2
ヶ
月
間
、丹
波
山
出
張
所
に

勤
務
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
月
消
防
署
）

■
10
月
1
日
か
ら
7
日
は

　
公
証
週
間
で
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

国
の
機
関
で
あ
る
公
証
役
場
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
公
証
役
場
は
遺
言
書
の
作
成
、金
銭
・

土
地
建
物
の
貸
借
、離
婚
に
伴
う
慰
謝
料
・

養
育
費
・
財
産
分
与
等
に
関
す
る
大
切

な
契
約
を
公
正
証
書
で
作
成
し
て
い
ま

す
。

　
公
正
証
書
作
成
の
た
め
の
相
談
は
無

料
で
す
。

　
秘
密
は
厳
守
で
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
月
公
証
役
場

住
所
　
大
月
市
御
太
刀
１
―
２
―
14

電
話
　
０
５
５
４
―
２
３
―
１
４
５
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

ち
　
え
　
こ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ぼくら、丹波の子
風の子冒険キャンプ！

8月21～ 22日、晴れ。
奥秋キャンプ場で「風の子キャンプ」が行われました。
丹波小学校の4～6年生11人、今年は1泊のキャンプだった
けど、テントの中でも川の中でも、元気いっぱいの「風の子
たち」でした。
夜明けのどしゃ降りにはビックリしたけどへっちゃらさ。
次は冬、「風の子スキー」で思いっきり遊ぼうね！

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

多摩川を遊んで学ぼう！
古市場小学生との交流会！

8月5～6日、快晴。
多摩川の大自然を舞台に「多摩川遊学のススメ事業」が行わ
れました。
「ライフジャケットで川流れ」「瀬回しをつくろう」「自然素
材でアートする」など、いろんな体験をしました。
多摩川の上流と下流を通じての丹波小学校と川崎市古市場小
学校との交流も、今年で18年目を数えます。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

丹波山森づくり事業
「サミットの森」がスタート！

8月28日、曇り。
うずも地区の村有林で「丹波山森づくり事業」の第1回活動
が行われました。
サミット株式会社の社員96人が参加し、今年度伐出予定の
33年生のヒノキの除伐と歩道の整備を行いました。
作業後はのめこい湯で疲れを癒し、そば処の手打ちそばに舌
鼓。さわやかな丹波山での体験でした。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

写真展に続き、
ふるさと、昔むかしの講演会を開催！

8月25日、雨。
郷土民俗資料館で開催中の「ふるさと、昔むかしの写真展」、
その撮影者である地理学の石井實先生を招き講演会を開催し
ました。
「丹波山村との出会い」「丹波山空中散歩」など、昭和20年代
の写真と現在の写真を比較しながらのお話は、とても興味深
いものがありました。

村内の出来事　　Topics＆News
身近なニュース・出来事など、お知らせください。　教育委員会

お
知
ら
せ

Inform
ation
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■
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育
士

　
智
英
子
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で
す
。

　
９
月
１
日
か
ら
保
育
所
に
新
し
い
先

生
が
や
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て
き
ま
し
た
。

　
山
F
智
恵
子
先
生
は
、こ
れ
ま
で
東

京
都
内
の
幼
稚
園
に
勤
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し
て
お
り
ま

し
た
が
、自
然
の
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で
子
ど
も
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ち
と
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た
め
に
、丹
波
山
に
暮
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し
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す
。
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民
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活
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）

■
事
業
所
・
企
業
統
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に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
1
日
、「
平
成
18
年
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
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全
国
一
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に
実
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さ

れ
ま
す
。

　
事
業
所
・
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業
統
計
調
査
は
、商
店
や

工
場
、学
校
、旅
館
、寺
院
な
ど
、す
べ
て

の
事
業
所
が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統

計
調
査
で
す
。

　
近
く
、調
査
員
が
、調
査
票
を
持
っ
て

皆
様
の
事
業
所
を
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
秋
の
全
国
交
通
安
全

　
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、9
月

21
日（
木
）か
ら
9
月
30
日（
土
）ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
重
点
項
目
は
、

「
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
」

（
特
に
、子
ど
も
と
高
齢
者
を
中
心
と
し

て
）

「
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
」

「
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追

放
」の
３
点
で
す
。

　
こ
の
運
動
期
間
中
、交
通
安
全
協
会

と
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
に
よ
る
黄
色

い
羽
の
配
布
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頭
指
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も
行
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れ
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
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い
い
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し
ま
す
。
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光
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）

■
ふ
れ
あ
い
探
検
バ
ス

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
で
は
、構
成

す
る
６
市
町
村（
都
留
市
・
大
月
市
・
上

野
原
市
・
道
志
村
・
小
菅
村
・
丹
波
山
村
）

の
住
民
を
対
象
に
圏
内
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設
の
視
察
見

学
ツ
ア
ー「
圏
域
ふ
れ
あ
い
探
検
バ
ス
」

を
平
成
14
年
度
か
ら
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
丹
波
山
村
民
を
対
象
に
し
た
「
ふ

れ
あ
い
探
検
バ
ス
」は
、下
記
の
と
お
り

運
行
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、役
場
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
　
時
　
平
成
18
年
10
月
19
日（
木
）

見
学
地
　
家
中
川
水
力
発
電

　
　
　
　
和
み
の
里
　
種
徳
館

　
　
　
　
道
志
の
湯（
昼
食
・
入
浴
）

　
　
　
　
道
志
村
水
源
の
森

　
　
　
　
道
の
駅
ど
う
し
　
　
な
ど

参
加
費
　
１
名
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
新
し
い
外
国
語
教
師

　
ブ
ラ
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ア
ン
先
生
で
す
。

　
新
し
い
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語
指
導
助
手
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ラ
イ
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ン
・
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ク
先
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で
す
。

　
ア
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カ
・
ジ
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ー
ジ
ア
州
出
身
の

26
歳
、趣
味
は
テ
レ
ビ
ゲ
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ム
と
読
書
、

丹
波
山
の
お
気
に
入
り
は「
ふ
る
さ
と

に
似
た
、美
し
い
山
と
木
々
」だ
そ
う
で

す
。

　
住
ま
い
は
小
菅
村
の
村
営
住
宅
で
、

丹
波
小
・
中
学
校
に
は
毎
週
月
曜
日
と

木
曜
日
に
来
て
く
れ
ま
す
。

　「
日
本
語
が
あ
ま
り
話
せ
ま
せ
ん
」と

謙
遜
し
て
い
ま
し
た
が
、村
内
で
出
会

っ
た
時
は
、気
軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

■
丹
波
小
運
動
会

　
丹
波
中
清
流
祭
を
開
催
。

　
丹
波
小
学
校
で
は「
あ
き
ら
め
な
い

目
指
す
は
優
勝
　
ガ
ッ
ツ
だ
ぜ
」を
テ
ー

マ
に「
秋
季
大
運
動
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
18
年
９
月
９
日（
土
）

　
　
　
雨
天
の
場
合
　
10
日（
日
）　

　
ま
た
、丹
波
中
学
校
で
は「
エ
ボ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
〜
更
な
る
進
化
を
目
指
し
て

〜
」を
テ
ー
マ
に「
第
38
回
清
流
祭
」を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
18
年
９
月
16
日（
土
）

　
児
童
生
徒
の
日
ご
ろ
の
練
習
と
学
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
来
校
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

■
９
月
は
、食
の
安
全

　
安
心
推
進
月
間
で
す
。

　「
食
」は
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上

で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、

今
、食
の
安
全
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、食
生
活
や
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、食
品
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、安

全
性
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
、安
全

で
安
心
で
き
る
食
品
の
提
供
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
食
品
安
全
１
１
０
番
」で
、皆

さ
ん
か
ら
の
食
品
の
表
示
や
安
全
性
に

関
す
る
相
談
や
情
報
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
　
０
５
５
―
２
２
３
―
１
６
３
８

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
平
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
大
月
市
か
ら

　
応
援
の
消
防
士
で
す
。

　
大
月
消
防
本
部
か
ら
応
援
に
来
た
天

野
慎
太
郎
消
防
士
で
す
。

　
守
重
消
防
士
が
消
防
学
校
に
入
校
し

て
い
る
間
の
応
援
と
し
て
、8
月
か
ら

9
月
の
2
ヶ
月
間
、丹
波
山
出
張
所
に

勤
務
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
月
消
防
署
）

■
10
月
1
日
か
ら
7
日
は

　
公
証
週
間
で
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

国
の
機
関
で
あ
る
公
証
役
場
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
公
証
役
場
は
遺
言
書
の
作
成
、金
銭
・

土
地
建
物
の
貸
借
、離
婚
に
伴
う
慰
謝
料
・

養
育
費
・
財
産
分
与
等
に
関
す
る
大
切

な
契
約
を
公
正
証
書
で
作
成
し
て
い
ま

す
。

　
公
正
証
書
作
成
の
た
め
の
相
談
は
無

料
で
す
。

　
秘
密
は
厳
守
で
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
月
公
証
役
場

住
所
　
大
月
市
御
太
刀
１
―
２
―
14

電
話
　
０
５
５
４
―
２
３
―
１
４
５
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

ち
　
え
　
こ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ぼくら、丹波の子
風の子冒険キャンプ！

8月21～ 22日、晴れ。
奥秋キャンプ場で「風の子キャンプ」が行われました。
丹波小学校の4～6年生11人、今年は1泊のキャンプだった
けど、テントの中でも川の中でも、元気いっぱいの「風の子
たち」でした。
夜明けのどしゃ降りにはビックリしたけどへっちゃらさ。
次は冬、「風の子スキー」で思いっきり遊ぼうね！

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

多摩川を遊んで学ぼう！
古市場小学生との交流会！

8月5～6日、快晴。
多摩川の大自然を舞台に「多摩川遊学のススメ事業」が行わ
れました。
「ライフジャケットで川流れ」「瀬回しをつくろう」「自然素
材でアートする」など、いろんな体験をしました。
多摩川の上流と下流を通じての丹波小学校と川崎市古市場小
学校との交流も、今年で18年目を数えます。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

丹波山森づくり事業
「サミットの森」がスタート！

8月28日、曇り。
うずも地区の村有林で「丹波山森づくり事業」の第1回活動
が行われました。
サミット株式会社の社員96人が参加し、今年度伐出予定の
33年生のヒノキの除伐と歩道の整備を行いました。
作業後はのめこい湯で疲れを癒し、そば処の手打ちそばに舌
鼓。さわやかな丹波山での体験でした。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

写真展に続き、
ふるさと、昔むかしの講演会を開催！

8月25日、雨。
郷土民俗資料館で開催中の「ふるさと、昔むかしの写真展」、
その撮影者である地理学の石井實先生を招き講演会を開催し
ました。
「丹波山村との出会い」「丹波山空中散歩」など、昭和20年代
の写真と現在の写真を比較しながらのお話は、とても興味深
いものがありました。

村内の出来事　　Topics＆News
身近なニュース・出来事など、お知らせください。　教育委員会

お
知
ら
せ

Inform
ation
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平成18年12月

平成19年2月 平成19年3月

平成18年10月 平成18年11月

平成19年1月

燃えるごみ

燃えないごみ（カン・乾電池類）

燃えないごみ（ビン・陶器類）

資源ごみ（ダンボ－ル）

粗大ごみ
※資源ごみの雑誌類、新聞、ペットボトル、白トレイの収集は、
　その都度防災無線でお知らせします。
※予定につき変更または中止になる時があります。
　テレビの9チャンネルか防災無線で確認してください。

ごみ収集
予定日

平成18年度　下半期


